
DGs達成に向けて、自分たちが果たすべ
き役割とは─。今年７月に国連本部で
開催されたハイレベル政治フォーラムに

も参加した加戸菜々恵さん（ニューヨーク州立大学
ビンガムトン校４年）と大貫萌子さん（慶應義塾大
学2年）は、若い世代が声を上げることの重要性と
同時に、その声を意思決定の場に届けることの難し
さもあらためて感じたという。「皆さんは生まれた時か
らインターネットがある、いわばデジタル・ネイティブ
世代でしょう。海外の人と接したり連帯したりすること
に、心理的な抵抗も技術的な壁もないはず。そういう
若い世代が媒介となって影響力を及ぼすことは、今
後様々な局面で増えると思います。その際、少なくとも
英語は不自由なく使いこなせること、さらにできればも
う1カ国語をきちっと身につけてほしいと思います。簡
単なことじゃないけどね（笑）」と河野大臣。

　海外インターンシップを運営する団体で活動しな
がら経営学を学ぶ大橋彩香さん（明治大学4年）は
「今後、より多くの日本の企業を巻き込んでいくために
大切なことは何でしょうか？」と質問。「まず、企業に
とってSDGsの活動が“CSRの一環”ではなく、“本業”
を通じた取り組みであることが重要です。さらに大企
業のみならず、中小企業も積極的に関与してもらうこ
と。そのために、いま外務省では日本青年会議所と協
力し、全国津々浦々の企業にSDGsを浸透させるた
めの活動を始めているんですよ」と解説してくれた。ま
た、SDGsや平和構築の授業で法の重要性をあら
ためて認識したという丹羽尚美さん（上智大学3年）
には、「国際社会で活躍できる弁護士が日本には圧
倒的に少ない。そんな志を持つ人がこれからもっと出
てくれれば」と期待を寄せた。
　卒業後は地元・滋賀の企業で働きながら自ら立
ち上げた会社でSDGsの発信に取り組むという戸簾
隼人さん（立命館大学4年）、精神障がいのある人
のアクセシビリティーに関する研究を通してSDGsに
貢献したいという飯山智史さん（東京大学4年）のよ
うに、今後も精力的に活動を続けていく学生も。「そ
れは頼もしいね」と大臣もにっこり。「SDGsの『誰一

人取り残さない』という理念は、その達成に向けて
『誰にでもできることがある』ということでもあります。社
会的な立場、住む場所、金銭的な事情と、制約は
様々あるでしょうが、その中で最大限できることは何
かを考え、それを実行するための力を身につけてほ
しい。そしてぜひ皆さんの熱を周りに伝えて、共に取
り組む仲間を増やしていってください」
　あたたかな激励に、「地域に軸足を置いて活動
することが、いまの自分の役割だと覚悟が決まりまし
た」（戸簾さん）、「若者なりの視点や感覚は強みに
なると言っていただけてうれしかった」（飯山さん）など
の感想も。河野大臣との対話が、それぞれのやり方で
挑戦を続ける学生たちの大きな励みとなったようだ。
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2015年の採択から間もなく丸4年を迎える、持続可能な開発目標（SDGs）。
進捗の実態を確かめるべく、大学生ら若い世代が、
外務省やハイレベル政治フォーラム、国内の先進企業を訪問。SDGsのいまを見つめた。のいま

2030年のその先を
担うのは私たちだ

河野太郎外務大臣が、若い世代に期待することとは
日本政府におけるSDGs推進の代表的役割を果た
している外務省を訪ね、河野太郎外務大臣との対
話に臨んだのは6人の大学生たち。日頃のSDGsの
研究や活動を通して感じていることや疑問を大臣
にぶつけ、率直な意見を交わした。

S

（写真右から）加戸菜々恵さん（ニューヨーク州立大学ビンガムトン校）、大貫萌子
さん（慶應義塾大学）、河野太郎外務大臣、戸簾隼人さん（立命館大学）、大橋
彩香さん（明治大学）、飯山智史さん（東京大学）、丹羽尚美さん（上智大学）
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回のハイレベル政治フォーラムに、日本の
若い世代の参加があったことをうれしく思い
ます。若者は、未来のリーダーであると同時

に、すでに今日を生きるリーダーです。スウェーデンの
少女、グレタ・トゥーンベリさんは「子どもたちの将来を
奪わないで」と15歳の時に気候変動の危機を訴える
座り込みを始めました。その活動はいま「Fridays for 
Future」となって世界各地に広がっています。また、パ
キスタンのマララ・ユスフザイさんは「女の子だって学
校に行く権利がある」と訴え続けて、ノーベル平和賞
を17歳という史上最年少で受賞しました。若者にこそ、
世界を変える力があるのです。
　一方で日本の若い世代には、世界の課題に無関
心な層も少なくありません。一人でも多くの人にSDGsを
「自分事」にしてもらおうと、国連広報センターでも様々
な取り組みをしています。例えば大学に対しては、国連
と世界1,300以上の大学との連携の枠組み「国連ア
カデミック・インパクト」への加盟を働きかけています。さ

らに、より気軽な活動の場として、食品ロス削減レシピ
や食事で環境負荷を下げる工夫などを共有する
「フードチャレンジ」、不要になった洋服をアップサイ
クルする「ファッションチャレンジ」といったキャンペー
ンも立ち上げています。
　SDGsは極めて野心的な目標であり、あらゆるアク
ターが全力を尽くさなければ到達できません。しかも近
年は、貧困削減のペースの遅れ、気
候変動の加速など、より一層の規
模とスピード感で取り
組まなければ達成
が難しいという現状
も浮き彫りになってい
ます。世界レベルで課
題を考え、日頃のアクションに
結びつける。そんな構想力と
行動力のある若者に大い
に期待しています。    （談）

今月のハイレベル政治フォーラムでは、民間
や国際機関、地方自治体といった国以外
のステークホルダーが非常に活発に議論

をしていたのが印象的でした。特に、様々な国から
集った地方自治体が活動内容を自主的に情報交
換する「自発的ローカルレビュー（VLR）」を開いて
いたのには感心しました。これは従来の国別の報告

「自発的国別レビュー
（VNR）」に準えて
行われたもの。日
本の自治体は、他
国と比較してもSDGs

への関心の高さ、取り
組みには目を見張るも
のがありますから、今
後は日本の自治体もぜ
ひこういった場所で積
極的に発表したり、連

携する仲間と出会ったりする機会があればと思います。
　自治体のみならず、企業の姿勢も重要です。これ
からは、「国内で優良事例をつくる」ことに加え「国際
的な論議に積極的に入っていく」ことが求められます。
例えば、いま国連開発計画（UNDP）は、SDGsに取
り組む企業を認定する仕組みを考えていますが、その
基準を決定する議論の場に、日本企業の姿は残念
ながらありません。すべての国が目指すSDGsがこれ
からの「成長戦略」の指針となることは間違いありま
せん。日本企業が今後、SDGsの世界基準づくりを
牽引していくことを期待しています。
　SDGsの採択から４年が経ちますが、当初から2019
年まではスタートアップの期間と考えられてきました。そ
の観点からすれば、ここまでの滑り出しは上 と々いえるで
しょう。日本国内でもいま、色々な優良事例やその“種”
ができ始めています。2030年へ向けて、そうした事例を
増やし、かつスケールアップしていければ、SDGs達成
に向けて希望が持てるのではないでしょうか。  　（談）

世界は未来を あきらめない
7月9～18日、ニューヨーク国連本部で開催されたハイレベル政治
フォーラム（HLPF）。毎年、政府と官民のリーダーらが出席し、
SDGsの進捗を把握するとともに、課題や成功例について議論する
貴重な場となっている。今回は、政府公認のユース代表団として
JYPSのメンバーが参画。さらに、慶應義塾大学・蟹江憲史研究室の
学生がサイドイベント等にオブザーバーとして参加した。SDGs達成
に向けた見通しは。そして、若者の目に世界のいまはどう映ったか。

ハイレベル政治フォーラム
［現地報告］2019/7/9-18

日本の企業・自治体は、国際的な論議に積極的な関与を 若者には世界を変える力がある。構想力と行動力に期待

国連広報センター
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1世界各国から約100人の閣僚、ビジネスと市民社会のリーダーを含む2,000人以
上が出席 2「持続可能な社会に向けたジャパンユースプラットフォーム（JYPS）」
のメンバー。国連日本政府代表部の星野俊也大使を囲んで　3ゴール8「働きが
いも経済成長も」のレビューセッションで「反省されていない成長神話からの脱却
を」と訴えるJYPSのピーター・エイブラハム・フクダ・ローイさん 4アントニオ・グテーレ
ス国連事務総長の演説 5慶應義塾大学・蟹江憲史研究室の学生たち。ゼミ活
動の一環としてHLPFの見学を続けている
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　ゴール4「質の高い教育」については、アイ
デア出しや意見表明にとどまらず、「実際に行
動する、社会にリターンをもたらす」ための教育
が注目され、議論されていた。「どんなに良い
スピーチよりも実行を」─今回のHLPFでの
アントニオ国連事務総長の言葉だ。私たち若
者から声を上げ実行に移していきたい。

加戸菜々恵さん 
（ニューヨーク州立大学ビンガムトン校4年）

　期間中は、会議室だけでなくカフェテリアや
廊下でも様 な々セクターの人が話し込んでお
り、パートナーシップの重要性を肌で感じた。ま
た、「インディケーター（指標）」というワードが
頻繁に使われており、SDGsの達成に向けて、
いよいよ具体的な成果を意識して取り組まな
ければいけない時期が来たのだと実感した。

岩田寿夫さん （慶應義塾大学大学院１年）

　自発的国別レビュー（VNR）の仕方を考える
サイドイベントでは、「国内のSDGs実施の効果
測定を適切に行うには」「VNRの良いフォーマッ
トを作ろう」などの議論が交わされ、加盟国同士
のピアレビューの必要性がしっかり認識されて
いるように感じた。現地で協働関係を築きそれを
生かすには、下準備が重要だと再認識した。

大久保勝仁さん （JYPS参画部統括）

　Local2030のサイドイベントの際「ローカル
レベルの活動が積み重なり、グローバルレベ
ルへの貢献になる」というミゲル・ガミーノ氏（マ
スターカード）の言葉に会場が沸いた。自分の
コミュニティーをよりよくしようと奮闘することの尊
さ、また、住民巻き込み型の政策や活動が
SDGs達成につながることを実感した。

清水 瞳さん （慶應義塾大学大学院１年）

　印象深かったテーマは、難民問題をはじめ
とする人間の安全保障について。「人が人をど
う扱うか」という問題でもあると思う。我々若い世
代は、まず選挙に参加する、国際問題や世界
の現状を把握することから始めなくては。日本人
として、日本が世界にどういう影響を与えている
かをもっと意識すべきだと思う。

トラビンはなこさん （慶應義塾大学2年）

　各分野の課題を包括的に考えられる点が
SDGsの魅力だが、ゴール同士、ターゲット同士
がどのような関わりを持っているのか、定量的に
示すことは非常に難しい。大学のゼミでも感じて
いたことだが現地であらためて実感した。今後、
インターリンケージを明確にすることが、SDGsが
効果を発揮するための課題になるのでは。

髙橋慶多さん （慶應義塾大学3年）

　今回のレビュー対象でもあった気候変動
は、環境問題の一つであるだけでなく、難民が
増えたり教育のアクセスが滞ったりと、新たな
問題を引き起こす。解決には個人の力が重要
であるのはもちろん、例えば日中韓で気候変動
対策に取り組むなど、国家間の協力体制を作
ることができれば素晴らしいと思う。

遠藤舞依さん （創価女子短期大学２年）

　SDGsは「全会一致で採択された」と頭で
は分かっていたものの、実際に世界中の人が
同じ目標に向かって取り組むことがいかに素
晴らしいかを再認識した。ちなみに国連では
ペットボトルがすでに使用されておらず、ウォー
ターサーバーや紙パックを使っていた。日本で
もアクションを起こせないかと考え始めている。

大貫萌子さん （慶應義塾大学2年）

　「モバイル銀行を活用することで発展途上
国の女性の金銭面での自立を促す」といった、
技術イノベーションとジェンダー問題の関連性
が興味深かった。技術の発展は、国・地方の
格差、ジェンダー格差を小さくしうるのだと知っ
た。より多くの若者が政治や国際協力の活動
に参加するよう、きっかけ作りをしていきたい。

井上ゆかりさん 
（ニューヨーク州立大学ビンガムトン校3年）

　国際協力は「先進国から途上国への支援」
であると考えていたが、「南南協力」のように「途
上国から途上国への支援」もまたSDGs達成の
ためには必要だと気付かされた。日本はSDGs
達成に向けて先頭に立つべきだし、それができる
国。卒業後は国際協力の仕事に就くので、今回
の経験も生かして世界に貢献していきたい。

林 研吾さん （慶應義塾大学4年）

慶應義塾大学
大学院

政策・メディア研究科
蟹江憲史教授 けん  いん

なぞら

大学生と考えるSDGsのいま



Case of 日本航空株式会社

2030年、世界の空に
バイオジェット燃料を

界をつなぐグローバル企業として、地球温
暖化の主要因といわれる二酸化炭素
（CO2）の排出抑制に早くから取り組んでき

た日本航空（JAL）。同社が次世代の、これまで以上
に抜本的なCO2排出量抑制の取り組みとして注力し
ているのが、「バイオジェット燃料」の利用促進だ。こ
のプロジェクトの意義と進捗について聞くため、航空
業界の仕事やエネルギーのサステナビリティに関心
の高い学生たちが同社を訪れた。
　ブランド・コミュニケーション担当の松尾知子さん
と、調達本部燃料グループの平野佳さんに格納庫
やJAL SKY MUSEUMを案内してもらった3人。
「バイオジェット燃料は、都市ゴミなど地球上で一旦

利用したものや成長過程でCO2を吸収したものから
つくられます。新たなCO2発生源となる原油を採掘し
ないので、現在使用している燃料と比べて地球上の
CO2排出量が抑制されます」
　解説を聞いたのち、それぞれが関心のあるテーマ
を質問していく。「バイオジェット燃料の利用がかえっ
て森林伐採につながることはないですか」（明治大
学・樋山輝さん）。「その懸念は確かにあるので、原料
までさかのぼって調べるなど、常にサステナビリティの
観点をもって調達しています」。「燃料の製造施設を
JALが自前で持つ予定もありますか」（中央大学・杉
山麻子さん）。「そのような選択肢も含めて、早期に実
用化していくためには、どんな方法が一番良いかを考

えながら取り組むことが大切だと考えています」。「他
社との連携を進めることが、バイオジェット燃料実用化
の鍵を握るのではないですか」（今秋から航空大学
校に進学予定・帆士大貴さん）。「重要な鍵だと私た
ちも思います。多くの人と協力しながら、つくって・買っ
て・使うという流れを確立することが必要です」。明快
に答えるふたりの言葉に、どんどん引き込まれていく学
生たち。
　「私たちは、ユーザーとしてバイオジェット燃料実用
化への取り組みの『意志』を明確に示し、様 な々業界
との連携を積極的に行なっていくことが大切と考えて
います」。平野さんの言葉に、その場の誰もが深くうな
ずいた。

世

SDGs先進企業を訪ねて
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　私たちJALは、2009年にカメリナという植物を主原料にした燃
料でのフライトに世界で初めて成功し、その後はシカゴ・サンフラン
シスコから日本までのバイオジェット燃料飛行も実現しました。現在
は、全国から集めた衣料品の綿を原料に、バイオジェット燃料を
つくりチャーターフライトを実施するプロジェクトが進行中です。
2020年中の実現を目指しています。

松尾知子さん（日本航空株式会社 コミュニケーション本部） 

　バイオジェット燃料は欧米で先進的に製造が開始された段階
です。現在使用している燃料と同じように製造・使用されるようになる
将来を見据えて、原料調達やコストなどの課題を解決していくため
に、業界を超えた連携を行なうことが不可欠だと考えています。リー
ディングエアラインとして先頭を切ってバイオジェット燃料の実用化
を進めることで、環境負荷低減に貢献していきたいと思います。 

平野 佳さん （日本航空株式会社　調達本部）

　この秋から僕は航空大学校でパイロットをめざします。運航方式
等により、燃料の使用を減らしCO2の排出を抑えられると知り、パイ
ロットの責任は大きいのだとあらためて感じました。バイオジェット燃
料は、なるべく早く本格的な利用が広がってほしいと思います。その
ためには航空会社だけでなく、多くの人を巻き込んでいくロードマッ
プが必要ではないかと感じました。

帆士大貴さん （航空大学校入学予定）

　私はジャーナリズムを専攻しているので、今回の訪問ではJAL 
という企業の姿勢や考え方を知ることもひとつの目的でした。フライト
中のCO2排出を減らすため、飛行機に積み込む食器ひとつまで軽
量化に取り組み、省エネに努めているという話にはとても驚きました。
まだハードルが高いというバイオジェット燃料100％のフライトも、 
JALならいつか実現してくれる気がします。

杉山麻子さん （中央大学3年）

　もしも自分が旅行に行くとき、「この飛行機は都市ゴミからつくった 
燃料で飛んでいます」なんて聞いたらきっとワクワクすると思います 
（笑）。選べるのなら選んで乗りたいぐらいです。バイオジェット燃料
はまだコストが高いそうですが、サステナビリティに貢献するのなら 
自分の負担が多少増えてもいいと考える人はいるはず。いろんな選
択肢が増えてほしいと思いました。 

樋山 輝さん （明治大学4年）
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12JAL国内線に9月から導入されるエアバスA350は、軽量化により
燃費が大きく向上。機体を日本に運ぶ際にはバイオジェット燃料が使
用された 3衣料品の綿からバイオジェット燃料を生成する過程をミュー
ジアムで紹介 4空港内のオフィスは学生たちにとってすべてが新鮮

AD

JALだからこそできるSDGs
都市ゴミなどを原料とする燃料で飛行機が飛ぶ─。
そんな循環型社会を実現すべく、JALグループでは「バイオ
ジェット燃料」の利用促進に取り組んで
います。CO2排出量を削減し、温暖化に
対策を。豊かな地球を次世代に引き継ぐ
ため、私たちの挑戦は続きます。

バイオジェット燃料で
飛行機が飛ぶミライ

大学生と考えるSDGsのいま





見えない未来を信じる
その力が明日を変えるCase of 立命館大学

学生の取り組み

YOUTH
CHALLENGE

　未来を見据えた長期的な資産づくりをサポート
する「コモンズ投信株式会社」取締役会長の傍
ら、社会起業家の育成・支援にも精力的に取り組
む渋澤氏。朝日新聞クラウドファンディングサイト
「A-port」では、SDGsの目標達成に貢献する人
や団体の推薦人も務めている。
　そんな渋澤氏との対話が念願だったという立命
館大学校友（卒業生）の上田隼也さんは、現在も
続く学生主催のSDGs体験型イベント「Sustain-
able Week」の発案者だ。「SDGsの理念である社
会をトランスフォーム（変革）する力とはどのようなも
ので、そこではなぜ企業や個人の力が重要なので
すか」。上田さんのそんな質問に、渋澤氏はふたつ
のポイントを挙げた。「誰ひとり取り残さない世界」

という途方もない目標を実現するには、現状からの
大きな飛躍が必要なこと。そして、SDGsとは新しい
エコシステム（生態系）をつくろうとする取り組みで
あること。「一見どう作用しているのかわからないよう
なものがあってもいい。多くの人や団体が多様なア
クションを起こすことで、飛躍の可能性が高まり、生
態系が豊かになります」

　映像学部3年生の小川玲香さんは、感動や楽
しさを多くの人と共有することで社会課題を解決し
たいと考えている。しかし数値で効果が測れるもの
ではないアートやエンタメの力が本当に課題解決
につながるのか、不安になることもあるという。渋澤氏
は「できる・できない」という軸と、「やりたい・やりたくな
い」というふたつの軸を思い浮かべてほしいと語っ

た。「私たちの夢や目標は、往々にして『やりたいけ
どできない』という場所に留まっています。お金・時
間・経験・人脈がないからできない。でも経験を積
めばいつか人脈ができ、お金や時間ももっと使える
ようになるかもしれない。大切なのは、せっかく状況
が『できる』になったとき、夢を『やりたくない』に変化
させないこと。小川さんにとって本当にやりたいことな
ら、それは続けるべきだと思います」
　立命館慶祥高校3年生の佐藤大修さんは、学校
祭で仲間とともに「SDGs×Rits 高校生の考える未来」
と題するイベントを実施した。「それぞれが実現したい
目標について発表しました。僕自身の夢は、途上国な
どで過酷な状況にある子どもたちに教育を届けるプロ
ジェクト。でもまだ高校生の僕たちは、いま何から始め
ればいいでしょうか」。そんな問いかけに渋澤氏が答え
る。「プロ野球の栗山英樹監督の著書に、『見えない
未来を信じろ』という言葉がありました。私の言葉でい
えば、それは未来への投資です。今日よりも良い明日が
あると信じるからこそ、人は行動を起こす。環境の破滅
や人口減による社会の衰退など、見えている悪い未来
が現実になってしまわないよう、みなさんには見えない
未来を信じる力が必要です」
　対話の終わり、将来への希望と不安の両方を持
ちながら自らの意志で行動する若者たちに、渋澤氏
はこんなエールを送った。「Z世代と呼ばれるみなさ
んは、日本では少数派ですが世界に目を広げれば
人口の非常に多い世代です。2030年はみなさんの
時代、大いに期待しています」

2030年にめざす学園ビジョン「R2030」
に向けた「チャレンジ・アクション」として、
学生・生徒・児童から教職員までが一体
となりSDGsを推進することを宣言した
立命館学園。学内でSDGs啓発イベント
を企画・実行するなど独自の視点とアイ
デアでSD G sと関わる3人の若者が、
「SDGsとは未来を信じること」と語る企
業家の渋澤健氏のもとを訪ねた。

　立命館大学びわこ・くさつキャンパスを“小さな地球”と見立て、
SDGsにおける17のゴールに学生団体が主体的に取り組む。
「宗教の違いを超えて食べることができるSDGsカレーの開発」
などユニークな企画も多く、幅広い層が参加しやすい。なお今年
は11月下旬から12月初旬にかけて「Sustainable Week 2019」
の実施が予定されている。

大学を核として、周辺地域を巻き込む増殖型SDGs
エコシステムを創造する

学生同士が連携し、社会とつながりながら、主体的に
課題解決に取り組む、次世代のSDGsリーダーになる

学生が持続可能について深く考え、自己表現できる
サステイナブルキャンパスを実現し、そこから社会解
決に向けた提言を行う

　海外スタディ「ニューヨークで学ぶ国際連合」は、米国・ペース大学
を派遣先とする留学プログラム。国連本部への訪問や専門家の講
義、模擬国連などを通して国連の機能と役割、現在の国際情勢など

について学ぶ。国内での事前・
事後学習も充実しており、アカ
デミックイングリッシュのほか英
語を用いた調査・交渉のスキ
ルなど、将来に役立つ高い
「英語運用能力」が身につく。

　経済学部・寺脇拓ゼミでは、
今年度研究テーマのひとつと
して「人々が紙ストローに支
払ってもよいと思う金額（支払
意思額）」を計測。同時に紙ス
トローの強度が改善された場
合にその評価が大きく向上す
ることを調べ、代替ストローに
ついて可能性を考えている。

「教育・研究機関として世界と日本の平和的・民主的・持続的発展に貢献する」ことを使命とする立命館学園は、
これまで学園内で個々に展開されてきた社会課題解決に資する取り組みをSDGsの枠組みで再評価。
学園として積極的に支援する体制を整えている。ここではその取り組みの一部を紹介する。

　立命館学園では2019年4月に「SDGs推進本部」を発足。世界
に共通する課題に向き合い、世界とつながりチャレンジする学園を
目指し、多様な個人や組織をつなぎ、新たな｢知｣の創造とそれを
担う｢人材｣を育成している。学生・生徒・児童・教職員から主体的
に展開されるチャレンジを学園がSDGsと位置付け支援するという
形が特徴。今後も推進本部がハブとなり、全学を巻き込みSDGsを
推進していく予定だ。

www.ritsumei.ac.jp/sdgs/

新しいエコシステムとしてのSDGs

Z世代こそ2030年の主役

（写真左から）渋澤健さん（コモンズ投信株式会社取締役会長）、上田隼也さん（立命館大学校友）、小川玲香さん（立命館大学3年）、佐藤大修さん（立命館慶祥高校3年）

立命館SDGs推進本部が発足 人々は紙ストローにいくら払える？

現場に赴き、国連とSDGsを理解する

立命館大学 SDGsへの取り組み

［ビジョン］

［ミッション］

［バリュー］

SUSTAINABLE WEEK
SUSTAINABLE WEEK SUPPORTS SDGs.

大学生と考えるSDGsのいま








